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化学物質安全性(ハザード)評価シート 
 

整理番号 2001－41 官報公示 
整理番号 

2－301(化審法) 
1－16(化学物質管理促進法) CAS番号 141－43－5 

 
 
 
名  称 
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別名：エタノールアミン 
モノエタノールアミン

 
 
 
構 造 式
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分 子 式 C2H7NO 分 子 量 61.08 
市場で流通している商品(代表例)1) 
純 度      ：98％以上 
不純物      ：1-アミノエタノール 
添加剤または安定剤：無添加 

1. 物理・化学的性状データ 
 外 観：粘性液体2) 

 融 点：10.3℃2) 
 沸 点：170.8℃2) 

 引 火 点：85℃(c.c.)3) 
 発 火 点：410℃3) 

 爆 発 限 界：5.5～17％(空気中)3) 

 比 重： 20
4d 1.0802) 

 蒸 気 密 度：2.11(空気 = 1) 

 蒸 気 圧：54 Pa(0.404 mmHg)(25℃)2) 

 分 配 係 数：log Pow；-1.31(実測値)4)、-1.61(計算値)4) 
 加水分解性：文献なし 
 解 離 定 数：文献なし 
 スペクトル：主要マススペクトルフラグメント 

m/z 30(基準ピーク, 1.0)、61(0.05)5) 

 吸 脱 着 性：土壌吸着係数 Koc；52) 
 粒 度 分 布：該当せず 
溶 解 性：水と自由に混和2) 

グリセリンと自由に混和､メタノール及びアセトンに可溶､四塩化炭素に難溶2)

 換 算 係 数：1 ppm = 2.54 mg/m3 
  (気体, 20℃) 1 mg/m3 = 0.394 ppm 
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 2. 発生源・暴露レベル 
製造量等：平成 10年度  19,506 t (製造 18,020 t  輸入 1,486 t)6) 
放出・暴露量：文献なし 
用  途：溶剤、潤滑剤添加剤、農薬原料、医薬品原料、繊維の柔軟剤原料、ガス精製(二

酸化炭素・硫化水素の除去)、pH調節剤、中和剤1) 

 
3. 環境運命 
1) 分解性 
好気的 
良分解7) (化審法) 
試験期間 被験物質 活性汚泥 

2週間 100 mg/L 30 mg/L 
BOD  49.3％ 
TOC  97.5％ 

 
分解度 

GC   100％ 

 Respirometerを用いた試験では、試料濃度 100 mg/L、85時間後の分解度(BOD)は 40％と
の報告がある2)。 
 また、BOD5 = 71％(試料濃度等無記載)との報告もある2)。 
嫌気的 
報告なし。 
非生物的 

OHラジカルとの反応性 
対流圏大気中では、速度定数 = 3.585×10-11 cm3/分子・sec(25℃)で8)、OHラジカル
濃度を 5×105～1×106分子/cm3とした時の半減期は 6～11時間と計算される。 

 
2) 濃縮性 

 報告なし。 

 
3) 環境分布・モニタリングデータ9) 

 
検 出 例 と 検 出 範 囲 

水質 ppb 底質 ppm 魚類 ppm 大気 ng/m3 
実 
施 
年 
度 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

(昭) 

55 

0/27 
－ 
(3～270) 

0/27 
－ 

(0.006～1.4) 

 
調査データなし

 
調査データなし 

(平) 

6 

24/156 
0.55～2.3 
(0.5) 

84/147 
0.010～0.92 
(0.01) 

 
調査データなし

 

9/51 
13～160 
(12) 

           B/Aは検出数／検体数を表す。 
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 4. 生態毒性データ 

 

分類 生物名 LC50 (mg/L)
(暴露時間) 

EC50 (mg/L) 
(暴露時間) : 影響指標 毒性区分*10) 

藻類 Selenastrum 
 capricornutum11) 

 (セレナストラム) 

 2.8(72-h) : 増殖阻害 急性カテゴリー2 に
相当 

 Scenedesmus 
 subspicatus12) 

 (セネデスムス) 

 

 15(72-h) : 増殖阻害 急性カテゴリー3 に
相当 

甲殻類 Daphnia magna12) 

 (オオミジンコ) 
 65(48-h) : 遊泳阻害 急性カテゴリー3 に

相当 

 Daphnia magna11) 

 (オオミジンコ) 

 
 

 0.85(21-d) :  
繁殖 NOEC 

 

魚類 Oncorhynchus 
 mykiss12, 13) 

 (ニジマス) 

 150(96-h) － 分類基準外 
 

 

 Carassius 
 auratus12, 13) 

 (キンギョ) 

 170(96-h) 
 

 

－ <推奨生物種外> 

 Pimephales 
 promelas12) 

 (ファットヘッドミノー) 

 227(96-h) － 分類基準外 

 Lepomis 
 macrochirus12, 13) 
 (ブルーギル) 

 329(96-h) － 分類基準外 

 Salvelinus 
 fontinalis12) 
 (カワマス) 

－  1.77(100-d) :  
繁殖 NOEC 

 

  *     ：OECD分類基準に基づく区分 
 －  ：データなし 

 
 
5. ほ乳動物毒性データ 
1) 急性毒性 

 マウス ラット ウサギ 

経口 LD50 700-1,475 mg/kg14, 15, 17)
1,720-3,320 

 mg/kg14, 15, 17) 1,000 mg/kg14, 17) 

吸入 LC50 > 968 ppm(2h)14) － － 

経皮 LD50 － － 1,000-2,499 mg/kg16, 17)

静脈内 LD50 － 225- > 860 mg/kg14, 15) － 

腹腔内 LD50 1,800 mg/kg14) 981 mg/kg16) － 

皮下 LD50 2,537 mg/kg16) 1,500 mg/kg14) － 

筋肉内 LD50 － 1,750 mg/kg14) － 
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  モルモット ネコ 

経口 LD50 620 mg/kg14) － 

吸入 LC50 － > 968 ppm(2h)14) 

経皮 LD50 － － 

 
ラットに致死量の本物質を単回経口投与した実験(投与量不明)で、死亡例に運動抑制、

呼吸困難、麻痺、痙攣がみられ、剖検では消化管の肉眼的変化が報告されている17)。 
モルモット(20匹/群)を本物質蒸気/エアロゾル混合物 951 mg/m3に 30分間吸入暴露した
実験で、運動失調、痙攣がみられ、暴露 1時間以内に 9例の死亡が報告されている18)。 
ラットの背部皮膚に本物質 4 mg/kgを塗布した実験で、7日後の解剖で肝細胞の脂肪変
性が観察されている17)。 

 
2) 刺激性・腐食性  
ウサギの眼に本物質原液及び 5％水溶液を適用した実験で、いずれの実験でも角膜混濁、
虹彩・結膜浮腫等の非常に強い刺激性がみられている15)。 
マウス、ラット、ウサギを本物質蒸気 104-108 ppm(260-270 mg/m3)に暴露させた実験で、

眼への軽度の刺激性が報告されている21)。 
ラットの無傷皮膚に 30、85、100％の本物質溶液を 4時間、半閉塞適用した実験で、腐
食性を示している15)。 
ウサギの背部皮膚に、本物質原液を経皮適用し、1、5、15分間の適用直後に洗浄した群
と、20時間適用した群とを観察した実験で、24時間後の観察では、1、5分間適用群に出
血、紅斑、組織壊死(8日後に鱗屑形成)が、15分間適用群には、組織壊死とその辺縁部の
紅斑、20時間適用群ではさらに浮腫形成が認められている15)。 
ウサギの耳に 1-100％の本物質水溶液を開放適用した実験で、1％で刺激性、10％未満で
重度の刺激性、10％以上で腐食性を示している19)。また、ウサギの耳介に本物質を適用し

た別の実験では、壊死組織のミイラ化(mummified)が認められている15)。 

 

3) 感作性 
報告なし。 

 
4) 反復投与毒性 
(1) 経口投与 
ラット(10匹/群)に本物質 160-2,670 mg/kg/day相当を 90日間混餌投与した実験で、640 

mg/kg/day相当以上の投与群に肝臓・腎臓重量の増加、1,280 mg/kg/day相当以上の投与群
に死亡率の増加、肝臓・腎臓・脾臓の組織学的変化が認められている(詳細不明)20)。 
(2) 吸入暴露 
ラット、モルモット、イヌを本物質蒸気 5-25 ppmに 40-90日間吸入暴露した実験で、
自発運動の抑制、脱毛、表皮の菲薄化が観察されている21)。 
ラットを本物質蒸気 120、160 ppm(300、400 mg/m3)に 5時間/日×26週間吸入暴露した
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 実験で、120 ppm投与群に体重の減少、120 ppm群以上で蛋白尿、160 ppm群で呼吸抑制、
肝臓機能の異常の報告がある14)。 
ラット、イヌをそれぞれ本物質蒸気 66 ppm、102 ppmに 30日間、モルモットを 75 ppm
に 24日間吸入暴露した実験で、自発運動の抑制、嗜眠、皮膚への刺激、不整呼吸、死亡(イ
ヌ：33％、ラット：83％、モルモット：75％)が観察され、さらに、死亡例に精子形成の
阻害、消化管への影響(小腸壁の菲薄化、乾燥糞による閉塞)が報告されている21)。また、

げっ歯類では、肝臓に肝細胞の脂肪変性、肺の間質におけるリンパ様組織の増加、イヌの

生存例で、肝臓にうっ血、肝細胞の空胞化と混濁腫脹、クッパー細胞中の褐色色素の増加、

脾臓で白脾髄におけるリンパ球の減少、赤脾髄における褐色色素貪食マクロファージの増

加と赤血球の減少、腎臓で尿細管上皮に硝子顆粒の増加、曲尿細管上皮細胞の混濁腫脹、

肺にうっ血と小出血巣、イヌの死亡例で、気管支肺炎、脾臓でリンパ球と赤血球の減少が

みられている21)。さらに、イヌで実施された血液生化学検査では A/G 比の減少、白血球
数の増加がみられている21)。 

 
5) 変異原性・遺伝毒性 

試験方法 使用細胞種・動物種 結果* 
ネズミチフス菌 TA98、TA1535、TA1537  
10-3,333 µg/plate ラット肝臓、ハムスター肝
臓 S9(-/+)22) 

－ 

ネズミチフス菌 TA100  
10-10,000 µg/plate  
ラット肝臓、ハムスター肝臓 S9(-/+)22) 

－ 

ネズミチフス菌  
TA98、TA100、TA1535、TA1537、TA1538 
 125-4,000 µg/plate S9(-/+)23) 

－ 

ネズミチフス菌  
TA98､TA100､TA1535､TA1537､TA1538 
 0.2-2,000 µg/plate S9(-/+)24) 

－ 

ネズミチフス菌 TA1534､TA1535  
 1,016-10,150 µg/plate S9(-/+)15) 

－ 

ネズミチフス菌  
TA98、TA100、TA1535、TA1537   
 2,025 µg/plate S9(-/+)15) 

－ 

復帰突然変異試験 

大腸菌 (WP2、WP2uvrA)、 
0.2-2,000 µg/plate S9(-/+)23, 24) 

－ 

ラット肝細胞(RL4) 
 100-400 µg/plate S9(-)23, 24) 

－ 染色体異常試験 

ヒトリンパ球 0.61-61.08 µg/plate S9(-)15) ＋ 

姉妹染色分体交換試験 ヒトリンパ球 0.61-61.08 µg/plate S9(-)15) ＋ 

遺伝子変換試験 酵母(JD1) 10-5,000 µg/plate S9(-/+)23, 24) － 

in vitro 

形質転換試験 チャイニーズハムスター胎児細胞、 
25-500 mg/L 25) 

－ 
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 試験方法 使用細胞種・動物種 結果* 

in vivo 小核試験 NMRI マウス、単回経口投与 375、750、1,500 
mg/kg OECDガイドライン 474 15) 

－ 

*－：陰性 ＋：陽性 

 
6) 発がん性 
報告なし。 

 
7) 生殖・発生毒性 
(1) 経口投与 

ICRマウス(31匹/群)に本物質 850 mg/kg/day(LD10相当)を妊娠 6-15日目までの 10日間
に強制経口投与し、分娩させた実験で、母動物に自発運動の抑制、円背姿勢、喘ぎ呼吸あ

るいは頻呼吸、体重増加の抑制、5例(16％)の死亡が観察され、母動物毒性の 2次的要因
により発育可能な生存児数の減少が報告されている26)。 

Wistarラット(40匹/群)に本物質(純度 99.6％)40、120、450 mg/kg/dayを妊娠 6-15日目
までの 10日間に強制経口投与し、各群 25例は妊娠 20日目に帝王切開し、残りの 15例は
分娩させた実験で、450 mg/kg/day の母動物に妊娠中の体重、摂餌量の減少が認められた
が、胎児、新生児に異常はなかったと報告されている27)。 

Long-Evansラット(10匹/群)に本物質 50、300、500 mg/kg/dayを妊娠 6-15日目までの 10
日間に強制経口投与し、妊娠 20 日目に帝王切開した実験で、母動物では 500 mg/kg/day
の群で自発運動の亢進がみられ、胎児では、用量相関のある体重の低値、水腎症及び骨格

変異(胸骨分節、肋骨、椎骨)の増加、500 mg/kg/dayに死亡率の増加が観察されている28)。 
(2) 経皮投与 

SD ラット(30 匹/群)の背部皮膚に、本物質(純度 100％)10、25、75、255 mg/kg/day 
(1-22.5％水溶液)を 6 時間/日で妊娠 6-15 日目までの 10 日間に閉塞経皮適用し、妊娠 21
日目に帝王切開した実験で、225 mg/kg/dayの母動物に投与部位の皮膚損傷、投与期間中
の体重増加の抑制が認められたが、胚または胎児への影響は認められていない29)。 

New Zealand White ウサギ(15 匹/群)の背部皮膚に本物質(純度 100％)10、25、75 
mg/kg/day(0.5-3.75％水溶液 2 mL/kg)を 6時間/日で妊娠 6-18日目までの 13日間、閉塞経
皮適用し、妊娠 29日目に帝王切開した実験で、75 mg/kg/day投与群の母動物に投与期間
中の体重の減少が認められたが、胎児への影響は認められていない29)。 

 
 

6. ヒトへの影響 
1) 急性影響 
ヒトでは誤飲などによる致死量は 50 gと見積もられている17)。 
本物質の 1％溶液の接触(詳細不明)で眼の刺激性が報告されている30)。なお、塩酸で

pH5.5 に調整した本物質の 30％水溶液 1 滴をボランティアに点眼した実験で、一時的な
痛みと充血が観察されている15)。 
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 ボランティアの皮膚に、本物質原液を 1.5時間半閉塞適用した試験で、紅斑、浮腫が報
告されている15)。 
職場で高濃度の本物質蒸気に偶発的に暴露された 2 人の労働者に、頭痛、吐き気、脱
力、めまい、指先のしびれ、胸の痛みの報告がある30)。 
高濃度の本物質を 1 日間取り扱って、吸入暴露及び本物質が手袋を透過したことによ
る皮膚暴露を受けた労働者に、翌日まで継続する眼及び指の焼けるような痛み、翌日の

作業で頭痛、継続的嘔吐、鼻出血がみられている17)。臨床的には、肝臓の腫大、血清中

の ALT レベル及びアルカリ性ホスファターゼの活性の増加、6 か月後には慢性肝炎が認
められている17)。 

 
2) 慢性影響 
トリエタノールアミン及び本物質の反応物を含む切削油を 6 週間扱って、前腕及び両
手に皮膚炎を生じた男性労働者にパッチテストを行った結果、本物質の 2％水溶液に対し､
陽性の反応がみられている。この結果から、トリエタノールアミンとの交差感作性、あ

るいは、不純物として切削油に含まれていた本物質が感作性を示したものと考えられて

いる31)。なお、切削油の使用による同様の報告がある32, 33)。 
本物質を含む腐食抑制剤(corrosion inhibitor)(濃度不明)を 1-3年間使用していたロシア
の労働者 104人のうち、14人は職業性皮膚炎と診断され、そのうち 2人がパッチテスト
で本物質に対し陽性反応を示すことから、著者は本物質に弱い皮膚感作性があると結論

している17, 30)。 
本物質(濃度不明)を含むヘアケア製品(職業／消費者暴露)によって、喘息の発作を起

こした 14人のうち、13人は皮内反応で陽性を示し、極めて低い濃度の本物質を含むエア
ロゾル吸入誘発試験では、14人全員が陽性応答(咳、鼻水、鼻詰まり､喘息様呼吸)を示し
ている15)。 

 
3)発がん性34, 35, 36) 

機 関 分 類 基 準 

EPA  － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

EU  － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

NTP   1999年現在発がん性について評価されていない。 

IARC  － 1999年現在発がん性について評価されていない。 

ACGIH  － 2000年現在発がん性について評価されていない。 

日本産業衛生学会 － 2001年現在発がん性について評価されていない。 

ヒトでの発がん性に関する報告はない。 

 
 
 

4) 許容濃度35, 36) 
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 機関名 許容濃度 経皮吸収性 

ACGIH(2000) 3 ppm(8 mg/m3)  － 

日本産業衛生学会(2001年) 3 ppm(7.5 mg/m3) － 

 
 
7. 生体内運命 
本物質は消化管19)、呼吸器21)、皮膚37)から吸収される。14C で標識した本物質の水溶液

32 µL(4 mg/mL)をヒト、マウス、ラット、ウサギの皮膚 1.77 cm2に用いた in vitro実験で、
吸収速度はそれぞれ、0.0097、0.1694、0.0117、0.0253 mg/cm2/hと報告されている38)。 
マウスに 14Cで標識した本物質を経皮適用した実験で、24時間後の放射活性は投与部位、
肝臓、腎臓、肺、脳、心臓にそれぞれ 12.2％、25.8％、2.4％、0.63％、0.25％、0.13％検
出されている37)。また、Wistarラットに 14Cで標識した本物質 32 µg/匹を腹腔内投与した
実験で、8時間後、肝臓に 49.2％、脳、脾臓、腎臓、心臓、横隔膜の合計として 4.88％が
検出され、11.5％が二酸化炭素として呼気中に排泄されている39)。なお、投与された放射

活性の 50％以上が脂肪分画に取り込まれ、その 85％が肝臓の脂肪分画であることから、
肝臓がもっとも影響を受けやすい器官であると報告されている39)。 
本物質は、リン脂質の代謝物の 1つであるセリンの脱炭酸により生成し、定常的に生体
内に存在する15, 16)。15N で標識した本物質を混餌投与した実験で、平常に体内に存在する
本物質の 28％が 3 日以内に標識された本物質に置換され、組織中たん白質のグリシンの
0.7％、グルタミン酸の 0.9％、尿中の尿素の 3.4％、アンモニアの 4.8％に代謝されている
17)。In vitvo実験では、精製したヒト血清モノアミンオキシダーゼと本物質を 3時間インキュ
ベートした実験で、アンモニア、糖アルデヒド、過酸化水素がつくられている17)。また、
14Cで標識した本物質 0.194 µmolをヒトの動脈血試料とともに 4時間培養した代謝試験で、
ホスファチジルエタノールアミン 47.8％、ホスファチジルコリン 35.2％が検出されたこと
から、ヒト動脈血中のメチル基転移酵素活性が示唆されている17)。なお、本物質の定常的

な尿中排泄量は、女性(11人)で平均 0.492 mg/kg/day(12.9-57 mg/人/日)、男性(8人)で平均
0.162 mg/kg/day(4.8-22.9 mg/人/日)であると報告されている41)。 
マウスに 14Cで標識した本物質 4.0 µgを腹腔内投与した実験で、5分間で呼気中の二酸
化炭素に放射活性が検出されている37)。Long-Evansラットに本物質 112 µg(1,2-14C)を腹腔
内投与した実験では、24 時間で 9.2％が二酸化炭素として呼気中に排泄され、2.84％が尿
中に排泄されている40)。マウスに 14Cで標識した本物質 4.0  µgを経皮投与した実験では、
24時間後の尿中に含まれる放射活性のうち、尿素 39.9％、グリシン 20.4％、未変化体 10.2％、
セリン 6.5％、コリン 4.2％、尿酸 4.1％が検出されている37)。ラットに本物質 33.3、333、
530 mg/kgを 1回経口投与した実験で、投与後 24時間排泄量を最高に､3日後までにそれぞ
れ未変化体として 6.3、36.7、47.8％が尿中に排泄されている41)。このことから本物質の代

謝系が飽和に達すると、過剰分は尿中に排泄されることが示唆されている41)。 
 
 

8. 分 類(OECD分類基準)10) 
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区 分 分 類* 

急性毒性 カテゴリー3またはカテゴリー4(経口及び経皮のデータによる) 

水圏生態毒性 急性カテゴリー2(藻類のデータによる) 
* 本調査範囲内のデータを適用した場合の分類であり、最終的なものではない。 
急性毒性分類：OECDの急性毒性分類カテゴリーに基づき、より強い毒性を示す経路での値 

を用いて分類 
水圏生態毒性分類：OECDの急性毒性分類カテゴリーに基づき、最も強い毒性を示す水圏環 

境生物種での値を用いて分類 
 
 

9. 総合評価 
1) 危険有害性の要約 
本物質はヒトの眼､皮膚に対し刺激性を有する。また、本物質の慢性暴露による感作性､

あるいはトリエタノールアミンとの交差感作性が疑われている。本物質は経口、吸入、経

皮の経路により吸収され、吸入または経皮による職業暴露例では、消化器症状、肝臓への

影響が報告されている。 
実験動物では、10％以上の水溶液で腐食性を示し、経口、吸入、経皮による反復投与で
神経系、肝臓及び腎臓への影響がみられている。In vitroの染色体異常試験及び姉妹染色分
体交換試験で陽性の報告があるが、in vivoの小核試験では陰性である。なお、本物質の発
がん性に関する情報はない。生殖・発生毒性に関して、母動物への経口投与により胎児に

水腎症及び骨格変異(胸骨分節、肋骨、椎骨)の増加があるとする報告と、母動物毒性量で

胎児及び新生児に影響のみられていないとの複数の報告がある。 
本物質は環境中に放出された場合、水圏では生分解されやすい。大気中では OHラジカ
ルとの反応が関与しており、半減期は半日以内と計算される。環境省のモニタリングでは

水質、底質及び大気から検出されたことがある。水圏環境生物に対する急性毒性は、藻類

に対しては強い。 

 
2) 指摘事項 
(1) ヒトでは、眼刺激、皮膚に紅斑、浮腫がみられる。また、高濃度の急性吸入暴露で肝臓
に影響があるとの報告があり、慢性暴露で感作性を疑わせる報告がある。 
(2) 実験動物では、眼に対して刺激性、皮膚に対して濃度に依存した刺激性、腐食性がある。
また、肝臓への影響がみられている。 
(3) 化学物質管理促進法の第一種指定化学物質に指定されており、排出量の管理が必要であ
る。 

 

平成 13年 12月作成
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別添資料 

 1) 生態毒性図 
 2) ほ乳動物毒性図 
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ほ乳動物毒性図（経口投与） 
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1,280-2,670 
死亡率増加、肝臓、腎臓、

脾臓の組織学的変化 




